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東東

五右衛門川

旅客
ターミナルビル
旅客
ターミナルビル

身体障害者用身体障害者用

公
園
公
園

第2第2

紙
面
編
集
・
安
部
　
享
雄

【安
来
】　
�
日
　
葉
山
美
喜
雄
�
（�
）広
瀬
町
東
比
田
９
６
６
の
４

【松
江
】　
�
日
　
古
藤
万
太
郎
�
（�
）
上
本
庄
町
１
５
１

　
　
　
　
　
　
　
戸
谷
　
泰
子
�
（�
）
玉
湯
町
林
４
０
６

　
　
　
　
　
　
　
佐
倉
美
佐
夫
�
（�
）
八
束
町
江
島
５
３
１
の
２

　
　
　
　
　
　
　
野
澤
　
啓
子
�
（�
）
浜
乃
木
１
の
�
の
�

　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
元
幸
�
（�
）
鹿
島
町
片
句
３
０
５

　
　
　
　
�
日
　
原
田
　
暢
悦
�
（�
）
玉
湯
町
大
谷
１
０
５
３

【雲
南
】　
�
日
　
石
飛
　
松
枝
�
（�
）
掛
合
町
掛
合
１
２
３
１

　
　
　
　
�
日
　
堀
江
　
�
江
�
（�
）
吉
田
町
吉
田
４
３
１

【出
雲
】　
�
日
　
吉
本
　
弘
行
�
（�
）
中
野
町
６
９
７
の
５

　
　
　
　
　
　
　
板
倉
　
勝
江
�
（�
）
塩
冶
町
６
９
９

　
　
　
　
　
　
　
井
上
美
代
子
�
（�
）
平
田
町
２
２
４
３
の
�

　
　
　
　
�
日
　
園
山
　
　
脩
�
（�
）
平
田
町
９
９
４
の
３

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
清
子
�
（�
）斐
川
町
三
絡
１
９
９
１
の
１

　
　
　
　
　
　
　
�
野
　
君
子
�
（�
）斐
川
町
上
直
江
１
３
０
９
の
３

【大
田
】　
�
日
　
田
原
　
正
雄
�
（�
）
久
手
町
波
根
西
４
７
９

【邑
南
】　
�
日
　
日
高
　
富
子
�
（�
）
下
口
羽

【浜
田
】　
�
日
　
原
田
ヨ
シ
ヱ
�
（�
）
治
和
町
ロ
４
９
３

　
　
　
　
　
　
　
大
谷
ミ
ツ
子
�
（�
）
原
井
町
９
２
３
の
�

　
　
　
　
�
日
　
高
月
　
芳
男
�
（�
）
長
沢
町

【益
田
】　
�
日
　
豊
田
　
綾
子
�
（�
）
久
城
町
１
０
５
１
の
４

　
　
　
　
�
日
　
岩
﨑
　
一
郎
�
（�
）
虫
追
町
イ
８
０
５

【鳥
取
】　
�
日
　
細
田
　
照
江
�
（�
）気
高
町
八
束
水
２
７
８
の
１

【倉
吉
】　
�
日
　
竹
内
　
政
樹
�
（�
）
生
田
４
７
３
の
５

　
　
　
　
　
　
　
高
岡
　
節
子
�
（�
）
国
分
寺
２
５
７

　
　
　
　
�
日
　
松
尾
　
寛
之
�
（�
）
下
田
中
町
１
０
５
７

　
　
　
　
　
　
　
村
本
小
百
合
�
（�
）
上
井
町
１
の
１
３
５

【北
栄
】　
�
日
　
浦
田
　
敬
子
�
（�
）
由
良
宿
１
の
５

【米
子
】　
�
日
　

村
　
種
子
�
（�
）
諏
訪
�

　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
　
徹
�
（�
）
富
益
町
�
の
�

【境
港
】　
�
日
　
仲
島
久
美
代
�
（�
）
中
野
町
５
４
４
１

　
　
　
　
�
日
　
濵
田
　
俊
彦
�
（�
）
外
江
町
３
３
８
２

【大
山
】　
�
日
　
高
見
　
忠
昭
�
（�
）
塩
津
�
の
１

出
雲
空
港
の
駐
車
場
。
第
１
～
３
は
満
車
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
‖
出
雲
市
斐
川
町
沖
洲

招
待
目
録
を
手
に
す
る
平
井
伸

治
知
事
（
左
）
と
山
田
英
治
取

締
役
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
局
長

‖
鳥
取
市
東
町
１
丁
目
、
鳥
取

県
庁

　
＜
本
社
＞
本
田
勝
己
氏
（
し
ま
ね
文

化
振
興
財
団
専
務
理
事
）
‖
新
任
▽
神

在
英
寛
氏
（
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
常

務
理
事
・
事
務
局
長
）
‖
退
任
▽
清
水

克
典
氏
（
同
）
‖
新
任

　
井
上
　
美
代
子
さ
ん
（
い
の

う
え
・
み
よ
こ
‖
一
畑
百
貨
店

専
務
執
行
役
員
井
上
智
弘
氏

の
母
）
�
日
午
後
�
時
半
、
老

衰
の
た
め
出
雲
市
内
の
病
院
で

死
去
、
�
歳
。
自
宅
は
出
雲
市

平
田
町
２
２
４
３
の
�
。
一
般

会
葬
は
随
時
焼
香
に
よ
り
�
日

午
後
２
時
か
ら
２
時
半
ま
で
市

内
平
田
町
の
栄
徳
葬
祭
会
館

で
。
喪
主
は
長
男
智
弘
（
と
も

ひ
ろ
）
氏
。

　
島
根
大
医
学
部
付
属
病
院
消

化
器
総
合
外
科
医
員
井
上
圭
亮

氏
、
松
江
記
念
病
院
栄
養
課
勤

務
的
場
沙
織
さ
ん
の
祖
母
。

　
出
雲
空
港
（
出
雲
市
斐
川
町
沖
洲
）

の
駐
車
場
６
カ
所
の
う
ち
、
搭
乗
口

の
あ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
近
い
第

１
～
３
駐
車
場
を
長
期
利
用
す
る
車

が
後
を
絶
た
ず
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
４
日
以
上
駐
車
す
る
場
合
は
、

ビ
ル
か
ら
離
れ
た
東
駐
車
場
に
止
め

る
よ
う
看
板
で
促
し
て
い
る
も
の
の

徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
島
根
県
が
昨

年
実
施
し
た
調
査
で
は
第
１
～
３
に

駐
車
中
の
３
割
が
期
限
を
オ
ー
バ
ー

し
て
い
た
。
県
は
注
意
喚
起
に
動
く

方
針
だ
が
、
効
果
が
な
け
れ
ば
有
料

化
に
踏
み
切
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
高
見
維
吹
）

　
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
江

津
高
校
（
江
津
市
都
野
津
町
）

と
江
津
工
業
高
校
（
同
市
江
津

町
）
の
統
合
方
針
に
つ
い
て
、

島
根
県
教
育
委
員
会
が
７
月
�

日
に
地
元
説
明
会
を
開
く
こ
と

を
決
め
た
。
午
後
１
時
半
か
ら

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

（
同
）
で
、
地
域
や
学
校
関
係

者
に
説
明
す
る
。

　
６
月
�
日
に
は
市
に
対
し
説

明
を
行
う
。

　
県
教
委
は
両
校
の
近
年
の
定

員
充
足
率
な
ど
か
ら
、
子
ど
も

の
進
路
選
択
の
確
保
と
教
育
活

動
の
充
実
の
た
め
、
統
合
に
よ

る
抜
本
的
な
対
応
が
必
要
と
判

断
。
新
設
校
は
２
０
２
８
年
度

前
後
に
、
現
在
の
江
津
工
高
の

場
所
で
開
校
を
目
指
し
、
普
通

科
系
の
１
学
級
と
工
業
系
学
科

２
学
級
の
１
学
年
３
学
級
を
想

定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（白
築
昂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（�
日
）

　
＜
島
　
根
＞
　
午
前
、
内
部
協
議
。

　
午
後
、
益
田
市
農
政
会
議
の
西
川
友

史
副
会
長
が
来
訪
。
吉
賀
町
農
政
会
議

の
斎
藤
一
栄
会
長
ら
が
来
訪
。
松
江
市

内
で
、
県
農
業
会
議
通
常
総
会
に
出
席
。

帰
庁
。
内
部
協
議
。
交
通
労
連
県
支
部

一
畑
電
鉄
労
働
組
合
の
丸
山
武
執
行
委

員
長
、
長
島
一
貴
一
畑
百
貨
店
支
部
長
、

交
通
労
連
の
佐
々
木
弘
臣
書
記
長
が
来

訪
。
県
共
同
募
金
会
の
久
保
田
一
朗
会

長
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
林
淳
一

会
長
、
室
崎
富
恵
副
会
長
、
住
田
達
宣

副
会
長
ら
が
来
訪
。
須
佐
神
社
の
須
佐

建
央
宮
司
、
若
槻
芳
充
権
禰
宜
が
来
訪
。

内
部
協
議
。

　
＜
鳥
　
取
＞
　
午
前
、
内
部
協
議
。

Ｒ
０
と
鳥
取
大
か
ら
の
大
腸
内
視
鏡
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
開
発
報
告
会
。
Ｇ
Ｅ
Ｏ

Ｔ
Ｒ
Ａ
か
ら
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
人
流
分
析
報
告
会
。
鳥
取
環
境
大

の
西
山
信
一
副
理
事
長
。
Ｊ
Ａ
県
中
央

会
の
栗
原
隆
政
代
表
理
事
会
長
ら
。
日

本
政
策
金
融
公
庫
の
江
口
朋
之
中
小
企

業
事
業
本
部
中
国
地
区
統
轄
ら
。
鳥
取

商
業
高
校
か
ら
の
海
上
自
衛
隊
第
４
術

科
学
校
と
の
コ
ラ
ボ
ジ
ビ
エ
カ
レ
ー
開

発
報
告
会
。

　
午
後
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社
鳥
取
支

局
の
細
野
直
人
支
局
長
。
ポ
ッ
プ
サ
ー

カ
ス
松
江
公
演
の
福
祉
施
設
利
用
者
招

待
の
目
録
贈
呈
式
。
内
部
協
議
。
ｉ
Ｊ

Ａ
Ｍ
Ｐ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
の

講
演
収
録
。
内
部
協
議
。
県
議
会
自
由

民
主
党
と
の
意
見
交
換
会
。

　
７
月
に
開
幕
す
る
ポ
ッ
プ
サ

ー
カ
ス
松
江
公
演
を
主
催
す
る

山
陰
中
央
新
報
社
と
Ｔ
Ｓ
Ｋ
さ

ん
い
ん
中
央
テ
レ
ビ
が
、
社
会

福
祉
事
業
の
一
環
で
、
鳥
取
県

内
の
社
会
福
祉
施
設
利
用
者
や

職
員
計
５
４
２
２
人
を
無
料
招

待
す
る
。
�
日
は
関
係
者
が
鳥

取
市
東
町
１
丁
目
の
県
庁
を
訪

れ
、
平
井
伸
治
知
事
に
招
待
目

録
を
手
渡
し
た
。

　
対
象
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
障
害
者
支
援
施
設
、
児
童

養
護
施
設
な
ど
１
０
８
施
設
。

平
日
１
公
演
に
つ
き
最
大
１
０

０
人
を
招
く
。

　
贈
呈
式
で
は
、
山
陰
中
央
新

報
社
の
宇
畑
学
文
化
事
業
局
長

が
「
鳥
取
か
ら
も
一
人
で
も
多

く
訪
れ
、
非
日
常
の
世
界
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
Ｔ

Ｓ
Ｋ
さ
ん
い
ん
中
央
テ
レ
ビ
の

山
田
英
治
取
締
役
事
業
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
局
長
が
平
井
知
事
に
目

録
を
贈
っ
た
。平
井
知
事
は
「
楽

し
い
夏
の
ひ
と
と
き
に
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

　
公
演
は
、
７
月
�
日
か
ら
９

月
�
日
ま
で
、
松
江
市
学
園
南

１
丁
目
の
旧
島
根
県
立
プ
ー
ル

跡
地
広
場
で
開
催
。
毎
週
木
曜

と
７
月
�
日
、
８
月
�
日
、
９

月
６
日
は
休
演
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
ポ
ッ
プ
サ
ー

カ
ス
松
江
公
演
事
務
局
、
電
話

０
８
５
２
（
６
７
）７
９
６
０
。

　
　
　
　
　
　
（
岸
本
久
瑠
人
）

　
２
０
２
２
年
度
の
島
根
県
内

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
数
を
県

が
ま
と
め
、
前
年
度
比
１
０
１

人
増
の
３
４
６
３
人
と
な
っ

た
。
�
年
度
の
調
査
開
始
以
降
、

最
低
だ
っ
た
�
年
度
か
ら
増
加

し
た
も
の
の
、
２
番
目
に
低
い

数
字
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
移
行
で
人
の

流
れ
が
戻
る
中
、
移
住
者
増
に

向
け
た
施
策
が
問
わ
れ
る
正
念

場
を
迎
え
て
い
る
。

　
内
訳
は
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
２
０

１
０
人
（
前
年
度
比
９
人
増
）
、

Ｉ
タ
ー
ン
者
が
１
４
０
３
人

（
�
人
増
）
。
Ｕ
タ
ー
ン
か
Ｉ

タ
ー
ン
か
分
か
ら
な
い
不
明
者

は
�
人
（
５
人
増
）
。
市
町
村

別
で
は
９
市
町
が
増
加
、
９
市

町
が
減
少
、
１
村
が
横
ば
い
。

Ｕ
タ
ー
ン
は
松
江
市
が
最
多
の

７
１
５
人
（
�
人
増
）
で
、
出

雲
市
５
４
２
人
（
�
人
増
）
が

続
い
た
。
Ｉ
タ
ー
ン
も
松
江
市

が
４
７
２
人
（
�
人
増
）
と
最

も
多
く
、
２
番
目
は
出
雲
市
の

４
１
３
人
（
�
人
減
）
だ
っ
た
。

　
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
年
代
別

で
見
る
と
�
歳
代
が
９
７
６
人

（
�
人
増
）
で
最
多
。
増
加
人

数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
�
歳

代
（
�
人
増
）
で
３
６
１
人
。

移
住
前
の
居
住
地
域
別
で
は
中

国
地
方
（
島
根
県
を
除
く
）
１

３
５
８
人
（
�
人
増
）
、
西
近

畿
（
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫

県
）
６
１
８
人
（
３
人
増
）
、

南
関
東
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

東
京
都
、
神
奈
川
県
）
５
９
５

人
（
�
人
減
）
。

　
県
は
本
年
度
初
め
て
、
大
阪

や
広
島
で
の
マ
イ
ナ
ビ
主
催
の

転
職
イ
ベ
ン
ト
に
移
住
相
談
ブ

ー
ス
を
出
展
し
、
こ
れ
ま
で
接

触
が
難
し
か
っ
た
転
職
希
望
の

若
者
層
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ

る
。
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進
課
の

江
角
学
課
長
は
「
民
間
の
集
客

力
を
利
用
し
、
こ
れ
ま
で
リ
ー

チ
で
き
な
か
っ
た
移
住
希
望
層

を
取
り
込
み
た
い
」と
話
し
た
。

　
県
は
、
５
年
以
上
の
居
住
意

思
が
あ
る
転
入
者
を
そ
れ
ぞ
れ

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
定
義
し
、

独
自
に
調
査
を
し
て
い
る
。
�

年
度
に
初
め
て
４
千
人
を
割

り
、
�
年
度
が
最
も
少
な
い
３

３
６
２
人
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（高
見
維
吹
）

　
長
期
駐
車
の
場
合
に
県
が

利
用
を
求
め
る
東
駐
車
場

は
ビ
ル
ま
で
徒
歩
５
分
の

距
離
で
、
駐
車
期
間
に
関
係

な
く
ビ
ル
に
近
い
駐
車
場

を
利
用
す
る
人
が
多
い
。
空

港
利
用
者
か
ら
は
「
第
１
～

３
駐
車
場
は
い
つ
も
止
め

ら
れ
な
い
」
と
の
苦
情
が
頻

繁
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。
県
空
港
整
備
室
は
７

月
に
も
長
期
駐
車
の
車
の

ワ
イ
パ
ー
に
注
意
喚
起
の
ビ

ラ
を
挟
む
予
定
で
、
野
村
和

広
室
長
は
「
駐
車
場
は
公

共
の
場
所
。
独
占
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

す
る
。

　
�
日
の
県
議
会
一
般
質
問

で
、
原
拓
也
議
員
（
自
民
党

ネ
ク
ス
ト
島
根
）
に
対
応
を

問
わ
れ
た
五
十
川
泰
史
土
木

部
長
は
「
長
期
利
用
の
抑

制
が
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
（ビ
ラ
を
挟
む
な
ど
の
）

効
果
を
確
認
し
、
有
料
化

も
含
め
て
検
討
す
る
」
と
述

べ
た
。

　
今
後
、
出
雲
市
や
航
空
会

社
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業

者
な
ど
官
民
で
つ
く
る
「
出

雲
空
港
利
用
者
利
便
向
上
協

議
会
」
で
駐
車
場
の
あ
り
方

を
協
議
す
る
考
え
だ
。

　
出
雲
空
港
は
２
０
１
９
年

に
東
駐
車
場
を
約
２
０
０
台

分
拡
張
。
駐
車
台
数
は
、
第

１
（
４
５
６
台
）▽
第
２
（
�

台
）
▽
第
３
（
�
台
）
▽
東

（
６
８
０
台
）
▽
公
園
（
１

０
４
台
）
▽
身
体
障
害
者
用

（
�
台
）
｜
で
、
未
舗
装
の

砂
利
駐
車
場
（
１
１
２
台
）

を
加
え
、
計
１
５
０
９
台
分

が
い
ず
れ
も
無
料
だ
。

　
年
間
搭
乗
客
数
は
�
、
�

年
度
が
１
０
０
万
人
台
に
達

し
、
�
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
�
万
人
台
に

落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
�
年

度
に
は
�
万
人
ま
で
回
復
。

�
年
度
を
め
ど
に
運
用
時
間

延
長
と
発
着
枠
拡
大
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、
利
用
客
は

今
後
も
増
え
る
と
見
込
ま

れ
る
。

　
中
国
地
方
で
有
料
駐
車
場

を
設
け
る
の
は
広
島
空
港
と

岡
山
空
港
の
み
。
佐
賀
空
港

は
昨
年
�
月
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
に
近
い
駐
車
場
の
一
部

を
有
料
化
し
た
。

　��地　域����年（令和５年）�月��日（金曜日）（第３種郵便物認可）


